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三朝小学校施設等整備基本計画について 

本計画は、基本設計の内容と合わせ、当面の小学校施設整備方針と中長期的な本町の学校施設整備方

針を示すものです。 

 

基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中連携による教育的効果 

 

 

 

 

 

現状と課題を踏まえた方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 小中学校施設の一体化を見越した小学校施設を新たに整備します。 

② 新たな小学校施設の建設地は現中学校敷地内とし、現小学校校庭部分も第２グラウン

ドとして活用します。 

③ 中学校全学年各 1クラスとなることが想定される令和 17年度ごろを目処に、小中学

校施設一体化を行います。  

④ 小中学校施設一体化となった後、現中学校施設を解体し、新たな体育館及び附帯施設

を整備します。 

① 児童生徒の発達段階を踏まえた継続的な指導  ② 教科等の系統性・連続性を意識した教育 

③ 中１の壁・小中ギャップの緩和と解消      ④ 異学年交流による精神的な発達 

➢ 現状と課題を踏まえ、長期的視点から見た維持管理費や耐用年数などの状況から、現在の小 

学校は早期に新築による整備を行う。 

➢ 人口推移だけでなく小中連携のメリットも踏まえて、中学校機能を一体化した施設として計 

画し、かつ、町の財政状況を考慮して、投資を縮減できる場所を優先的に候補地とするととも 

に、有利な財源の積極的な活用が図れる計画とする。 

➢ 将来の小中同一校舎利用を考慮し、敷地の有効利用、拡張可能性から、３階建校舎とする。 

➢ 建物の規模などを考え、先進事例を参考に事業費や財源などを比較検討し、主構造は鉄筋コン 

クリート造とする。 

➢ シンボルとしての一部木造や内装木質化等を検討し、“山の町”らしい木の活用を図る。 



 

事業計画 

■概算事業費 ※令和７年度までの第１期整備分のみ 

費用項目 
概算額 

(百万円) 
備 考 

本体工事費 2,334  校舎、プール、屋内・屋外運動場等 

設備整備費 689  電気、機械、昇降機 

備品整備費 97   

解体撤去費 134  町民プール、小学校プール、旧寄宿舎、倉庫等 

設計監理費 246  実施設計、工事監理、地質調査、測量 

合 計 3,500   

 

■財源の想定  

区 分 
金 額 

（百万円） 
備 考 

補 助 金 等 500  公立学校施設整備費国庫負担金、学校施設環境改善交付金 

地 方 債 2,800  過疎対策事業債等（交付税措置 70％） 

※後年度の償還財源 減債基金（R1末残高 984百万円） 

一般財源等 200  ふるさと応援基金（学校づくり分）(R1末残高 163百万円) 

合 計 3,500   

 

■事業ステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

配置計画 ※令和 17 年度ごろの第２期整備後 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳しくは、三朝町ホームページをご覧ください。 


